













Orthopedic Checkup for First-year Students of Faculty of Sports and 
Health Studies. 
 
泉 重樹 1）、木下 訓光 1）、日浦 幹夫 1） 





ツ外傷・障害に関する質問紙、全身関節弛緩性（ 7 項目）、筋タイトネス評価（ 8 項目）、アライメント評




（0.9％）、AT Roomでの指導対象者は男性16名、女性 2 名の計18名（15.4％）であった。今後は個別指導対
象者に対する基準の見直しとともに、セルフコンディショニングの指導体制を整えていく必要がある。 
 
































































































肢の計 6 項目に、股関節内・外旋筋 1 （仰臥位での
股関節内・外旋可動域測定）、股関節内・外旋筋 2 
（腹臥位・股関節伸展位での股関節内・外旋可動域





















タビリティーの 7 種目を行った。各種目は 0 点か




























未満、大腿屈筋 2 は40度以上、腸腰筋は 5 ㎝以上、
大腿四頭筋は 5 ㎝以上、下腿三頭筋は45度未満の
者とした。アライメント評価ではCarrying angle 10








左右差が 5 度以上の者はAT Roomによる個別指導
対象者とした。 
 























域のクラブで行っているものが 6 名（ 5 ％）、大




















 筋タイトネス評価の結果をTable 3 に示した。各
項目の基準値を超えた者の人数をTable 6 に示し














 アライメント評価の結果をTable 4 に示した。各
項目の基準値を超えた者の人数をTable 6 に示し










部クリニック受診対象となった者は女性  1 名




































































以上だった者も男性 3 名、女性 9 名と女性の方が
多くみられていた。アライメントにおいて
Carrying angleが基準値よりも大きいものが女性
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